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信用取引はレバレッジを効かせたり、買いからのみではなく、 売
りからも取引ができる等、現物取引にはない特徴があります。ま
た、ロング＆ショートや株主優待取りなど、幅広い戦略を駆使する
こともできます。

本ガイドでは、そんな信用取引をkabuステーションでフル活用す
る方法について、ご案内いたします
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ランキングを使いこなそう

■信用向け銘柄を見つけるテクニック
信用取引はデイトレードや短期売買にも向いています。活発に取引されている銘
柄を狙うのが勝利への近道の１つです。旬な銘柄探しの味方「ランキング」を使っ
てみましょう。

信用取引で銘柄探しをする際に活用したいのが「ランキング」です。信用取引で利益を出すには
様々な方法や考え方がありますが、そのうちの１つに「市場で多く売買されている旬な銘柄をい
ち早く探し出すこと」が挙げられます。

多く売買されている銘柄を調べるには「売買代金」と思うかもしれませんが、まず「TICK回数」の
チェックがオススメです。売買代金は大型株が上位にランクインしやすいですが、銘柄の約定回数
をカウントした「TICK回数」なら、「今、活発に売買されている銘柄」がストレートに上位に表示さ
れます。

●詳細ランキング

取引が活発な銘柄ほど値動きしやすく、その分収益チャンスが増える傾向にあるので、信用取引
の銘柄選びにも役立つと思います。

信用取引向け銘柄を一発で見つけるテク

時系列ボタン：
1日前、2日前、3日前から選択可能。
過去のランキングと現在のランキン
グを比較することが可能です。

市場一括切替ボタン：
現在表示しているランキングに対
して市場区分を切り替えることが
できます。

ランキングメニュー：
利用可能なランキングの一覧です。
表示したいランキングを選択します。
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信用取引

注目ランキング５

■ TICK回数
売買が成立した回数のランキングです。

上位にランクインする銘柄は多くの投資家に
注目され活発に取引されているということで、
株価が変動する可能性も。ただし、人気の大
型株等はそれが日常なので、よく上位に登場
する常連以外の銘柄が登場したら、それが投
資の気づきにもなります。

■信用低倍率
信用倍率が低い（買残より売残が多い等）銘柄
のランキングです。

信用売りの買い戻しが入れば株価上昇に加速
がつく可能性があります。

■信用売残増
信用売残が増えた銘柄のランキングです。

悪材料が出た銘柄や、逆に好材料が出て急激
に株価が上昇した銘柄では売り残が増加する
傾向が強いです。

■信用買残減
信用買残が減少した銘柄のランキングです。

株価が上昇しているにもかかわらず、買い残
が減ると、将来の売り圧力が減ってさらなる
上昇につながりやすいと言われています。

■売買高急増
出来高×約定株価＝売買高。

その急増は、好材料であれ悪材料であれ、そ
の銘柄に対する注目度が急上昇していること
を意味します。

信用取引向け銘柄を一発で見つけるテク

ランキングを使いこなそう
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■ランキングを一括登録
ランキングで「これは」と思う銘柄を見つけたら、銘柄登録リストに登録しておき
ましょう。メモ機能もありますので、「○月○日○時値上がりランキングより登
録」等記載することもできます。

ランキングを銘柄登録リストに一括登録

• kabuステーションを有効活用するポイントの１つは、「銘柄登録リスト」を自分にとっていかに使いや
すく作っていくかです。自分の持っている銘柄や注目している銘柄はもちろん、業種、時価総額、225
採用、輸出入、配当利回り、「復興」「インフル」といったテーマや、為替寄与率など、様々なシートを作る
ことによって、マーケットの動向を肌で感じやすくなります。最大で2000銘柄（50銘柄×40シート）
登録できるこの銘柄登録シートで日々相場をウォッチすることで相場観を養っていきましょう。

• 下記はランキングに表示された、値上がり率／売買高／TICK回数など様々な項目を複数行ドラッグ
＆ドロップを利用して銘柄登録リストに一括登録する方法です。

①左クリック

⑤登録は完了です。

②Shift＋左クリックで複数行選択

Ctrl＋C（コピー）、Ctrl＋V（貼り付け）にも対応。

④ドロップ（左クリックを離す）

③左クリックしたま
ま移動（ドラッグ）

●詳細ランキング

●銘柄登録リスト

ランキングを使いこなそう
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チャートを使いこなそう
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■チャート表示
チャートは1つのレイアウトに11枚まで複数表示が可能です。HOT機能を使っ
て、5分/日足/週足等、複数のウィンドウを連動させることもできます。自分だ
けの使いやすいオリジナルレイアウトを作りましょう！

チャートを表示してみよう！

チャートを起動してみましょう。チャートはメニューバーや上部チャートボタンからはもちろん、「銘柄登
録リスト」で右クリック→「チャート」を選択することでも起動できます。

銘柄コード欄の上で右クリック→「銘
柄検索」→メニュー上部タブより銘柄
を検索します。

投資情報から

ボタンから

銘柄登録リストから

様々なウインドウから
チャートが起動できます！

ランキングから

チャートを使いこなそう
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先物OP口座やFX口座を開設していなくても、先物オプション、指数、
為替（auカブコムFX）チャートを見ることができます。

■チャートで銘柄を検索・登録：
下記のように銘柄コードや銘柄名で検索して登録することもできますし、ランキ
ングなどからドラッグ＆ドロップで登録することもできます。

銘柄を検索し、チャートで見てみよう！

●チャート表示(メニューバー｢投資情報｣→｢チャート｣)

銘柄名や銘柄コードを入力しましょう。

また、銘柄コード欄の上で右クリック→「銘柄
検索」をクリックすることで銘柄検索ダイヤ
ログを直接表示することも可能です。

「優先」をクリックすると、優先市場（一番取引
の多い市場）をチャートに反映します。

便利機能
表示した銘柄は銘柄検索履歴とし
て10銘柄まで検索履歴が残ります。

チャートを使いこなそう
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■８種類のアドオンチャート１９種類のサブチャート
チャートを右クリックし「チャート設定」をクリックすると、詳細設定画面が起動し
ます。kabuステーションでは8種類のアドオンチャート、19種類のサブチャート
を設定することができます。

アドオンチャートやサブチャートを設定しよう！

●チャート

●チャート画面設面

チャート上右クリック→メニューから
「チャート設定」を左クリックすると、
チャート設定ウインドウが表示されます。

kabuステーションでは、様々なサブチャートを
表示することができます。

ここでは、移動平均乖離率と、DMIを設定して
みます。

チャート設定画面の入力完了後は→「適用」→
「OK」をクリックすると設定した内容がチャート
上に反映します。

また右上の詳細設定欄では、各テクニカル指標
の期間や表示などを変更することができます。

チャートを使いこなそう
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アドオンチャートやサブチャートを設定しよう！
■信用残を見てみよう：

信用取引を行う上で、信用残のチェックは重要です。チャート上信用残を表示し
てみましょう。

●チャート

●チャート画面設面

チャート上右クリック→メニューから
「チャート設定」を左クリックすると、
チャート設定ウインドウが表示されます。

信用残を表示すためには「週足」
を選択する必要があります。

kabuステーションでは、様々なサブチャートを表示することが出来ます。
ここでは、出来高と信用残を設定してみます。
チャート設定画面の入力完了後は→「適用」→「OK」をクリックすると設定した
内容がチャート上に反映します。

チャートを使いこなそう



12

https://kabu.com/

■信用残：
前ページの、アドオンチャートやサブチャートを設定しよう！のチャート設定にて
信用残を設定することにより、チャートの下部の「サブチャートに」信用残を表示
することができます。信用残は「週足」で見ることができます。

信用残の見方と活用法！

• 信用取引を行う上で欠かせない情報が「信用残」です。信用残とは、信用取引で買われた株
数（買残）と売られた株数（売残）の情報です。買残は、返済売りされるまでは買残としてカウ
ントされ、将来売り注文として出てくる可能性があると認識されます。売残は返済買い戻し
されるまでは売残としてカウントされ、将来の買い注文として出てくる可能性があると認識
されます。

• この買残と売残の状況を見るのが「信用倍率」で「取組」とも呼ばれます。「取組がよい」とい
うのは買残より売残が多い（信用倍率が低い）状態で、「取組が悪い」というのは買残より売
残が少ない（信用倍率が高い）状態です。

信用倍率 ＝ 買残 ÷ 売残

• ただし、単純に買残と売残の比較だけでなく、信用残の絶対数（取組良くても信用残がわず
かであれば影響が少ない）や、状況の変化（買残売残それぞれの増減）も合わせて見ることが
大切です。

• 次ページのチャートのように株価の変動に合わせて信用残が変化する様を見れば、投資家が
どのような状態にあり、どのように考えているだろうか？と考える参考になるというわけで
す。例えば、買いたいと思った銘柄の取組が悪い（買残多く売残少ない）と「上がってもすぐ
買い方の売りが出て上値は重そうだな」と予想できます。

次ページチャートの銘柄で、

●一番取組がよかったのが、2018/10/9の週で

信用倍率は 25,900株 ÷ 401,300株 ＝ 0.065倍

●一番取組が悪かったのが、2018/3/19の週で

信用倍率は 621,700株 ÷ 185,000株 ＝ 3.36倍でした。

チャート上に信用倍率は表示されません。
信用倍率は、個別銘柄：詳細の「信用」タブ
でご覧いただくことができます。

チャートを使いこなそう
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信用残の見方と活用法！

①株価の下落に合わせるよ
うに買残が増加。押し目買
いや割安感等で信用買い
が増えるが、下落が続いて
いるため返済売りのチャン
スがなく、買残が積みあが
る典型的なパターン。

②株価上昇にともない、それ
までに買っていた買い方
（買残）が一気に利食える
状態となり、返済売りが進
み買残が減少。逆に上昇
に伴い売残が増えている
局面。

③前回高値も超え、高くて買
いにくい状態となり、買残
は増えず、「そろそろ下が
るだろう」と売残が一気に
増加。売り方の買戻しで上
昇に加速がついたり下が
りにくい可能性も。

■信用残とチャート：

下記のチャートでは株価の変動に合わせて信用残が変化する様子が見て取れます。

投資家がどのような状態にあり、どのように考えているだろうか？と考えること
により相場の強弱感をイメージすることができます。

例えば、買いたいと思った銘柄の取組が悪い（買残多く売残少ない）と「上がって
もすぐ買い方の売りが出て上値は重そうだな」と予想できます。

取組が悪い

取組がよい

チャートを使いこなそう



14

https://kabu.com/

■信用情報：

「フル板発注」や「個別銘柄詳細」の「信用タブ｣では毎日更新の「証金残高」、毎週火
曜日更新の「信用残高」のデータを見ることができます。

信用情報や回転日数を確認しよう！

信用情報をまとめてチェック！
信用情報をまとめてチェック！「フル板発注」や
「個別銘柄詳細」の「信用タブ｣では毎日更新の
「日証金残高」、毎週火曜日更新の「東証信用残
高」のデータを見ることができます。

逆日歩
貸株が増加し株が不足した場合、証券金融会社
がその株を保有する生・損保などの機関投資家
から調達する時に支払う費用です。この費用は
売り方が負担するため売り方（売り建玉を保有
している人）は支払い、買い方（買い建玉を保
有している人）は受け取りになります。

※逆日歩は制度信用でのみ発生します。

貸借倍率
買い残高と売り残高のバランスを指標です。

信用倍率 ＝ 買残 ÷ 売残

例えば、信用倍率が1.5倍から0.8倍に下がっ
た場合、多くの空売りが入ったか、買い方（買い
ポジション）が決済して買残が減少したかが考
えられます。

回転日数
信用取引を新規に建ててから返済するまでに
かかる日数のことです。

回転日数 ＝｛（融資残＋貸株残）×2 ｝÷（融資
新規＋融資返済＋貸株新規＋貸株返済）で算
出されます。

回転日数が短いほど相場が活発であると言わ
れています。概ね10日前後で相場が活況、5日
以下で過熱と判断されているようです。

チャートを使いこなそう
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■ペアトレード：
割安銘柄を買い、割高銘柄を売ることにより、全体相場が上でも下でも利益を狙
う手法を「ペアトレード」（サヤ取り）と言います。値動きが似ている or 相関関係
にある銘柄間で価格差を狙う手法です。

一目均衡表でペアトレード

過去の傾向と乖離差に注目！

下記は、似た動きをするはずの同業種の２銘柄ですが、「塩野義」は上昇、「中外薬」は下落と乖離
した状態になっています。このような場合、いずれ乖離差が縮小する可能性がありますので、割
高な①を売り建て、割安な②を買い建て、やがて乖離差が縮まった時に両方返済するといった手
法があります。

組み合わせる銘柄は会社規模も近いほうがベターです。同業種だけでなく、「内需×外需」などの
乖離差でも使えます。

チャートを使いこなそう
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「テクニカル」の強弱感に注目！
また、「一目均衡表」などのテクニカル指標で強い方を買い、弱い方を売るという手法もあります。

雲の上にあれば強気＝買い、雲の中・下なら、弱気＝売り

下の２つのチャートは、同業種の異なる銘柄を同期間設定で一目均衡表で表示したチャートです。

Aの銘柄は①の時点でも、②の時点でも雲の上限を上回っています。一方、Bの銘柄は①の時点は雲
の中、②の時点ではさらに雲の下、値動きは似ていますが上の銘柄の方が一目均衡表では強そうで
す。これを素直に受け止めて、Aの銘柄を買い建て、Bの銘柄を売り建てるという手法もあります。

上手くいけば両方利益ということもありますが、逆に両方損失となる可能性もありますので、ロス
カットを入れておきましょう。この場合ロスカットラインの目安はどちらも雲の上限です。Aの銘柄が
雲の上限を下回りそうなら売り返済、Bの銘柄は雲の上限を上回りそうなら買い返済をします。

あくまで１つの例ではありますが、こういう考え方／手法もありますのでご参考にしていただければ
と思います。

一目均衡表でペアトレード

チャートを使いこなそう

A

B
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■信用取引のリズム：
制度信用取引は6ヶ月以内に返済をしなければならないため、6ヶ月周期でリ
ズムを形成する場合があります。うまくハマる銘柄や場面においては今後の株
価動向を読み解くヒントとなる場合があります。

６ヶ月期日のリズムとは

信用取引には、取引所の制度やルールに基づいて行われる「制度信用」と、証券会社がルールを
決めて行われる「一般信用」があります。ここでは詳細まではご紹介しませんが、制度信用は最長
6ヶ月期日、当社の一般信用は最長10年期日となっています。

株式はこの制度信用の6ヶ月期日というスパンでのリズムを刻みやすいと言われていますが、こ
れがズバリはまるケースもあれば、あまり関係ないケースもあります。信用残が少ない、信用残の
増減の変化が乏しい、といった銘柄はあまり影響ないでしょう。信用残が多く、買残売残が激しく
上下するような銘柄の場合、高値安値、出来高のピーク、などから約6ヶ月というタイミングは相
場の転機（転機とは反転だけでなく加速がつく場合も含みます）となる可能性があります。

株価、出来高、信用残、これらは値動きと需給の動向を見る上でもっとも大切なポイントであり、
売買のタイミングが重要な短期中期での売買を行う上で、必ずチェックしておきたい項目です。

できるだけ多くの銘柄を長い期間見続けていくことによって、これらのパターンや例外を覚える
ことができ、タイミングの判断力を上げていきましょう。

一般的には高値安値等が発生したところをベースに考えていきましょう。信用残がこれだけ増減する銘柄の場
合、6ヶ月期日のリズムも発生しやすいと言えます。

①で株価が高値をつけ、その後下げに転じました。通常であれば6か月後の②で株価が反転するところですが、
買残が減少していることから、その後の6か月（③）直前まで、高値圏で推移しました。しかし、その後急激に下げ
はじめたため、割安と感じた買い方やナンピン等で買残が徐々に増加しています。

④の手前で短期の株価下落がありますが、上昇に転じ、④で踊り場形成に入りましたが、その後すぐに上昇に転
じ⑤の直前で高値を形成するに至りました。

⑤⑥にかけては、一時的な下げはあったものの、高値圏の推移が続き、大きな値動きはありませんでしたが、⑥
を過ぎたあたりから、下げに転じ合わせて、値ごろ感とナンピンから信用の買い残も急激に増え、底値をつける
ことになりました。

⑦から⑧にかけては、株価が反転し、買い方の回転が効くことになり、信用買い残の減少を伴いながら⑧で最高
値をつけることになりました。

チャートを使いこなそう
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売買のタイミングを逃さないために
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■事象リスト：
事象（新高値、新安値、最高値、最安値、ストップ高、ストップ高-5、-10、-20、ストッ
プ安、ストップ安+5、+10、+20、売買停止）を素早くチェックすることができます。

事象リストで特異な銘柄を素早くチェック！

発注パネルやチャートなどのHOTキーをONにしておき、事象リストにて通知された銘柄行をダブ
ルクリックすると銘柄が連動します。また、銘柄名をワンクリックすると発注パネルを出すこともで
きます。

「HOT」キーを点灯しておくと、ダブ
ルクリックで連動します。

「HOT」キーで連動していなくても
「銘柄名」をクリックすると発注パネ
ルが開きます。

売買のタイミングを逃さないために
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■リミットマインダー：
リミットマインダーは株価や騰落率、約定代金、TICKなどをモニタリングし、あ
らかじめ設定した値に

到達したらポップアップや音で通知してくれるという便利な通知サービスです

リミットマインダーで株価やTICK等をモニタリング

多彩な監視対象：

価格だけではなく、騰落率や値動き、
気配といった項目を監視対象にする
ことが可能です。

売買のタイミングを逃さないために
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下限１：
①で選択した監視対象の通知を希望する下限の値を入力します。

(例)：現在値が493円だけど、430円になったら通知してほしい。

監視状況：
監視状況を色で表します。「白色」になっている場合
は、③または④を左クリックして入力することにより
「監視中」になります。

状況１：
③④で設定した条件のモニタリング状況を表示します。

上限２
2つ目の上限設定です。登録方法は③④と同じです。

下限２：
2つ目の下限設定です。登録方法は③④と同じです。

状況２：
2つ目の上下限設定です。⑦⑧で設定した条件のモニタリング状況を表示します。

設定：
通知方法や通知音等の詳細設定をすることができます。詳しくは、「リミットマインダー：
詳細設定」をご覧ください。

監視対象：
プルダウンボタンで監視対象を選択することができます。

監視値：

①で選択した監視対象の値をリアルタイムで表示します。

上限１：
①で選択した監視対象の通知を希望する上限の値を入力します。

(例)：現在値が493円だけど、500円になったら通知してほしい。

■ リミットマインダーの各種設定項目

監視状況：
赤＝上限到達

白＝未入力、再設定中

黄色＝監視中

青色＝下限到達

リミットマインダーで株価やTICK等をモニタリング

売買のタイミングを逃さないために
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• 値動き5TICK（４つ前のTICKから現在のTICKまで）の現在の監
視値は0（2354 － 2354）。

• 監視条件上限を10とした場合、４TICK前の価格2354から
10TICK上放れた2364（10＝2364－2354）を付けた場合に
通知されます。

→よほどの駆け上がりを見せない限り通知されないということ
になります。

→だからこそ、もし通知があった際は大口買や、好材料の飛び
込み等が考えられます。

●約出来(５TICK)

直近5回の約出来の合計に対しての上限下限を監視します。

• 値動き（5TICK）と考え方は同様です。直近5TICK合計で通常2～30000株ぐらいしか約定
しない銘柄が 急に300000株ほど約定したとしたら、大口売買の参戦や好悪材料の飛び込み
等が考えられます。

→銘柄のクセ(何時にどれぐらい約出来があるのか)や毎日の約出来ペースを確認
(10TICKの平均約出来を計算してみる等)することで、 より気づきとなり得る、上限／
下限値の設定をいろいろ試してみてください。

• 値動き（10TICK）を監視対象にした場合、現在の監視値は2
（2354-2352）

• 監視条件上限を2としていた場合、次の価格が2355以上になれば
ヒット。通知されます。

→10TICK内で3TICK駆け上がることはままあることです。

→頻繁に通知され得るため、大口売買や、好悪材料の飛び込みと
いうわけではない=物色対象になりにくい。

●値動き(５TICK)を設定する場合

直近5回のTICK（値動き）の増減を監視します。ある銘柄の直近のT&S（歩み値）が下記であった場合、

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

2352⇒2352⇒2352⇒2353⇒2354⇒2354⇒2354⇒2354⇒2355⇒2355⇒2354（現在）

｜←ーーーーーー5TICKーーーーーーーー→｜

｜←ーーーーーーーーーーーーーーー10TICKーーーーーーーーーーーーーーーーーー→｜

リミットマインダーで株価やTICK等をモニタリング

売買のタイミングを逃さないために
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逆指値を使いこなそう



24

https://kabu.com/

■ロスカット：
信用取引はレバレッジが効く分「まさかのための逆指値」を設定しておくことが
大切です。評価損が大きくて身動きできない事態を避けるには、新規建て時の
吟味だけではなく、建玉後の管理が重要です。

ロスカット(損切り)を習慣化しよう

突然の相場急変で、気づいたときには大きく評価損が膨らみ、翌日に返済しようと思ってもさ
らに損失が拡大したところでしか返済できそうにない、もうちょっと様子見てみるか→でさらに
損失拡大。こういう最悪の状況を避けるために役立つのが逆指値です。

ロスカット(損切り)を習慣化しよう

逆指値はクルマで言えばシートベルトのようなもので、万一の際の被害
をできるだけ抑えるために活用できます。

マーケット急変時は先行きの不透明度合いが増し、まずはリスクを抑える＝ポジションを減らす
ことによって、あらゆる状況に対処しやすいようにしておくことをお勧めします。

状況に応じて買いでも売りでも様子見でもできる、いざという時に素早くそういう状態を作る
ことができる投資家が、強くて上手い投資家と言えるでしょう。

返済したい建玉にチェッ
クを入れます。

逆指値を使いこなそう
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フル板発注を使いこなそう
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■フル板発注：
フル板発注では、ドラッグ＆ドロップでの発注や訂正/返済が可能なマウス取引
があります。レバレッジの効く信用取引で、素早く数TICKの利益を狙うといっ
たお客さまにもオススメです。

フル板発注ではダブルクリックで発注ができる

• 信用取引のレバレッジを活かし、資金効率をよく利益を狙うお客さまもいらっしゃるかと思い
ます。ＷＥＢマイページだとその都度銘柄を入力し、株数価格を入れ、板やニュースもまた別画
面で確認して・・・となかなかスピーディな発注が難しいのですが、kabuステーションの「フル
板発注」であれば、それらをすべて解決してくれます。

• あらかじめ銘柄を登録しておき、板を見ながら買いたいタイミングでダブルクリックするだけ
です！

• 銘柄情報／チャート／ニュースもこのウィンドウで全て確認できます。

• 価格帯別出来高を表示しておくと、下支えや天井となりそうな価格帯の目安になります。

●フル板発注

確認画面に行かなくても、概
算が表示されます。

フル板発注を使いこなそう
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19

でマウス取引機能をONにすることで、板上で発注や売却ができるようになります。

買いたい価格の赤マーク部分をクリックするとこのようなポップアップが出ます。この条
件でよければ「注文」をクリックします。

この確認画面やパスワード入力は省略することができますので、省略した場合は実質、
左クリック２回（ダブルクリック）で発注が可能です。

フル板発注ではダブルクリックで発注ができる

フル板発注を使いこなそう
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■Fintechプラン、Premiumプラン
これらのプランが適用されると、株式、先物(mini含む)、日経225オプション
（mini含む）においてすべての注文情報（板情報）をリアルタイムで表示すること
が可能になります。

フル板(Fintech、Premiumプラン適用)で全て
の気配を見る意味とは

Fintechプラン、Premiumプランが適用されることで、下記機能以外にも多くの機能がご利
用いただけます。通常は8本しか見られない気配も①のスクロールバーで上の方の売り気配を
見たり、下の方の買い気配を確認することができます。

① 全注文情報（板情報）表示
→ すべての注文情報（板情報）をリアルタイムで表示することが可能です。

② 全注文件数表示 ※株式のみ
→ すべての注文件数をリアルタイムで表示することが可能です。

③ 始値予想/終値予想 ※株式のみ
→ 寄付前の始値予想/引け前の終値予想を表示することが可能です。

※成行や引成の数が少ない等で表示されない場合があります。

④ リアルタイム株価予測
→ その日の活況銘柄が寄付前に分かる画期的なスクリーニングツールをご利用いただ

けるようになります。

すべての注文の「件数」や、「累計」を確認
でき、大口の注文なのか、小口が集中し
ているのか等を確認することができます。
例えば、大口主体の単発売り気配であっ
た場合、その注文が消えてしまうと売り
圧力が一気になくなることによる一段高
があるかも・・・と考えることが出来ます。

フル板では、Fintecｈプラン、Premium
プランが適用になると「累計」「引け」「件
数」ボタンが利用できるようになります。

Fintecｈプラン、Premiumプランが適
用になると「リアルタイム株価予測」
利用できるようになります。

上の方の気配を確認するこ
とにより、どの価格帯で注
文が厚く入っているのかを
チェックすることができ、価
格上昇の抵抗と考えること
もできます。

フル板発注を使いこなそう
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四季報を使いこなそう
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■四季報
東洋経済新報社の株式情報、企業情報専門誌｢四季報｣をkabuステーション®
でも無料で見ることができます。上場銘柄の近況コメント、財務データや財務指
標、業績推移や株主優待情報等をご確認いただけます。

四季報検索

四季報には膨大な銘柄データが収納されていますが、kabuステーションにはそのデータベース
を文章検索する機能を持たせています。つまり、 ｢上昇｣、｢増資｣、｢増益｣、｢減益｣などのスタン
ダードな単語で検索することはもちろん、「花粉」「インフル」等の時事ネタや、「復興」「SNS」「省
エネ」等で検索して単語がヒットした銘柄をカンタンに表示することができます。

本来四季報CD-ROMを購入しなければできない機能でもあり、とってもオトク！気になる単語
はかたっぱしから四季報検索にかけてみましょう！

HOTキーをONにしておくことに
よって、チャートやニュース、個別銘
柄ウインドウなどに銘柄が反映しま
す。

ダブルクリックで連動

四季報を使いこなそう
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一般信用売建で優待取り
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■優待検索
優待サービスの１つにこの検索画面(マイページログイン後「株主優待一覧」をク
リック）があります。検索した銘柄の株主優待が写真付で表示されて分かりやす
くなっています。

便利な優待検索画面

この「株主優待一覧」は、当社に口座をお持ちのお客さまであれば誰でも使えます。①では権利月
や投資金額はもちろん優待内容でも検索でき、例えば20万円でお米がもらえる優待銘柄を探した
い場合は、権利月：指定なし、優待内容：「米」と入力、投資金額の上限を20万円、で検索すると該
当銘柄が一覧で表示されます。

「株主優待一覧」はWEBマイページへロ
グイン後→「株主優待一覧」をクリックす
ると表示することが出来ます。
※kabuステーションでは見られません。

優待内容：米
投資金額の上限：20万円で検索

一般信用売建で優待取り
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■一般信用売建可能銘柄検索：
一般信用売建を利用したツナギ売りが注目されています。ここでは株主優待取
得時のツナギ売り（いわゆる優待クロス）についてご案内します。

一般信用売建可能銘柄の検索方法

前ページの「株主優待一覧」で実際に銘柄を決めたら、早速買い付けを・・・といきたいところですが、権
利を取った後は株価が下落することがあります。これは優待や配当金の理論価格分を失うことが理由で
すが、せっかく購入した銘柄ですから、優待は欲しいけど保有株が含み損を抱えるのは防ぎたいと考え
る方もいらっしゃるかと思います。そこで一般信用の売建を利用します。現物の買い付けの際、同値で一
般信用売建をしておくと、現物が値下がりした場合でも一般信用売建の利益で相殺されますから、あと
は権利取得後に品渡で決済することで優待を取得することができます。制度信用ではなく一般信用で
売建するのは逆日歩の発生リスクを負いたくないからです。

※権利付最終日に売建玉を保留している場合は後日配当落調整金を支払う必要があります。

利用できる売りの弁済期限が
表示されます。 • ここに数字が出ていると、売建の発注が可能という意味です。

• 50単元を切っている場合はメッセージが表示されます。
• 発注ベースで在庫が確保され減っていきます。

プレミアム料が発生している
場合、ここに表示されます。

在庫がある銘柄は「新規」をク
リックしてそのまま発注すること
ができます。

当社の一般信用の売建てには、「長期一般信用取引（プレミアム料あり／なし）」、「デイトレード信用
取引（プレミアム料あり／なし）」、があります。また、在庫制限の有り・無しがあり、在庫制限がある
銘柄については、翌営業日取引分の在庫状況を19:30～開示しています(WEB/kabuステーショ
ン共)。

→ 当社HP「信用取引の概要」をご確認ください。

※ツナギ売りは「新規→返済」で日をまたぐ必要があるため、当日決済が条件の「デイトレード信用取引」は、ツナ
ギ売りには利用できません。

一般信用売建で優待取り
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■優待取り：
銘柄が決まったら早速優待取りポジション(現物買い + 一般信用売建)を発注
してみましょう。ここでは発注パネルでご説明しますが、もちろん発注ダイアロ
グやフル板発注から発注してもOKです。

優待取りポジションを発注してみよう

実際に現物買いと信用新規売建注文を発注をして、権利落ち後の値下がりヘッジが可能なポジ
ションを組みましょう。現物買い＋信用新規売建以外にも、信用新規買建(約定後→即品受)＋信用
新規売建からエントリーする方法もあります。

銘柄登録リストからドラッグ＆ドロップする
ことで、各種発注ダイアログ（発注パネル等）
に銘柄を登録することが出来ます。

マイページへ

権利取得後は品渡で決済しよう！

権利取得後、優待取りポジション(現物＋一般信用売建)を決済する際は、現物売りと一般信用買い
返済を行うのではなく、一般信用売建の返済方法として現物を受け渡しして決済を終わらせる【品
渡】で決済をしましょう！

→品渡には手数料がかかりませんので、現物売却手数料、信用買い返済手数料を節約することが
できます。

一般信用売建で優待取り
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信用新規売りと現物買いを同時に行う場合（いわゆ
るクロス取引）には、以下の点にご注意ください。

一般信用売建で優待取り

 寄付までに発注してください。（ザラバや引けでのご注文は、直前値から株価
が変動する可能性があり、不公正取引に該当する場合があります。）

 「同一株数」「同一執行条件（又は同じ効果となる指値）」で発注してください。

 （株数が不均衡となったり、異なる執行条件にて発注された場合には、直前値
から株価が変動する可能性があり、不公正取引に該当する場合があります。）

 日頃の出来高と比較して過大な数量のクロス取引はお控えください。その他、
市場の価格形成に影響を及ぼす可能性が高いと判断される取引については、
当社より売買動機等について確認させていただく場合があります。
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■ツナギ売り：
バスケット発注を使用し、優待取りのツナギ売りポジションを一括発注することも
できます。複数銘柄を発注する場合や、日中忙しい方にぴったりです。

ツナギ売りにはバスケット／リスト発注が便利

バスケット発注とは、あらかじめ注文条件を入力（注文登録）しておく一括発注機能です。例え
ば、日中忙しい方は夜中など時間がある時に登録をしておき、寄付前に気配等を確認し即発
注など、おでかけ前でも時間を取られることなく発注作業ができます。

普段からお客さまとお話しをさせていただいていると、「仕事が忙しくて日中取引ができな
い」とか、「子育てで忙しくてなかなか時間が割けない」といったお声を数多くいただきます。

そのような忙しいお客さまには、ぜひこのバスケット発注を利用して、時間を気にせずリスク
を抑えた方法で株主優待を受け取ってもらえたらと思います。

また、類似機能として自動売買も登録可能な【リスト発注】もありますが、現物＋信用といった
異なる商品を一括発注できるバスケット発注の方がツナギ売りの際には適していると思いま
す。

●バスケット発注（多機能発注 → バスケット発注）

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

チェックボック
スでチェック
をした注文に
ついて一括発
注を行います。

銘柄コード入力や銘柄検
索で、銘柄を登録します。

市場を選択
します。

売買区分を
選択します。

取引区分を
選択します。

数量条件を選択しま
す。

指値の場合は
ここで価格の
訂正ができま
す。

数量の訂正
ができます。

信用区分の変
更ができます。

執行条件を
選択します。

⑩

先物・OP
取引用の
入力項目
です。

一般信用売建で優待取り
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広範な無料利用条件により、当社でお取引いただいている多くのお客さまが
kabuステーションを無料でご利用いただけます。

無料利用条件/月額利用料金

kabuステーション通常プランのご利用料金は、990円（税込）/月です。

お客さまの取引実績や口座状況に応じて、無料でご利用いただけます

kabuステーション通常プランは、以下のいずれかに該当する場合、無料でご利用いただけます。

• 初回申込みの翌々月第1営業日まで（※初回申し込みの場合、Fintechプランまでご利用いただ
けます。）

• 当社全取引における約定回数※が1回以上で翌月無料
• お申込日の前営業日（継続は前月末）のお預り資産100万円以上で翌月無料
• 信用取引口座開設済みの場合無料（新たに信用口座を開設する場合は開設完了日以降の申込か

ら無料）
• 先物オプション、FX、取引所CFDいずれかの口座を新規開設すると翌月無料

通常プランに加えて、下記サービスがご利用いただけます。
• リアルタイム株価予測
• フル板表示機能（全注文情報（板）/件数表示、圧縮板）
• 始値/終値予測機能
• ストップ高安リアルプレアラート
• xenoFlash for kabu.com
• リアルタイム資産評価
• 取引明細照会
• kabuステーション® API

ご利用条件
• 信用取引口座または、先物オプション取引口座開設済みかつ、前月当社全取引における約定回数

が1回以上ある
※kabuステーションを初回申込みの場合、翌々月第1営業日まで利用可能

Fintechプランに加えて、下記サービスがご利用いただけます。
• フル板発注画面 最大【5枚】表示
• （フル板画面1枚、デイトレ板画面4枚）
• ワンクリック発注モード（デイトレ板画面内機能）
• リアルタイム株価予測画面 最大【2枚】表示

ご利用条件
• 信用取引大口優遇プラン・シルバープラン以上が適用 または、前月の先物・オプション取引手数

料が11万円以上（税込）である

通常プラン

Fintech
プラン

Premium
プラン

※ kabuステーションは月単位（当月第2営業日開始～翌月第1営業日終了）での契約とし、毎月第2営業日早朝に各プラン（通常プラン、Fintechプラ
ン、Premiumプラン）の無料利用条件の判定を行います。お客さまの前月のお取引実績等から、Premiumプラン、Fintechプラン、通常プランの
順に無料利用条件の適合状況の判定を実施し、当月は該当するプランが自動的にご利用いただけます。通常プランについては、無料利用条件に該当
しない場合、契約は自動的に終了します。再度ご利用になりたい場合は別途お申込いただく必要があります。

※ kabu ステーション（通常プラン）は原則として申込時点で即時利用が可能です。kabuステーション（通常プラン）の無料利用条件に該当しない場合、
月の途中よりお申し込みいただいた際は、お申し込み日から翌月第1営業日までの営業日数により日割りした金額をお支払いいただくことにより、ご
利用が可能となります。なお、利用可能日が20営業日未満の場合に日割りになります。

※ お申込はログイン後お申込ページから簡単にお申込いただけます。お申込の際は「出金可能額」が利用料以上あるか、各プランの無料利用条件を満
たしている場合のみお申込いただけます。なお、信用取引、先物オプション取引、FX（auカブコム FX・くりっく365）・取引所CFDをお取引いただい
ているお客様は、保証金（証拠金）から預り金への振替が必要な場合があります。

※ お支払いいただきましたご利用料金は、如何なる理由においても返還できません。
※ 通常プランの無料利用条件、Fintechプランのご利用条件である約定回数に、信用取引の品受・品渡、先物取引のSQ決済、株式公開買付（TOB）は

カウントされません。
※有料情報サービス規定につきましては「約款・規定」内「その他サービス規定」よりご確認ください。

課金ルール等
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【ご注意事項】

【重要（必ずお読みください）】
ご投資にかかる手数料等およびリスクについて
https://kabu.com/company/pressrelease/info/escapeclause.html

 本案内はkabuステーションを用いた取引手法をご案内するものです。収益や勝率をお約束する
ものではありません。実際のお取引はお客さまご自身の判断で行ってください。

 auカブコム証券株式会社における情報およびサービスは、情報の提供を目的としており、特定の
銘柄等の勧誘、売買の推奨、相場動向等の保証等をおこなうものではありません。

 auカブコム証券のお取扱商品へのご投資の際は、各商品に所定の手数料や諸経費等をご負担い
ただく場合があります。各商品等は価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を割
り込むおそれがあり、また商品等によっては投資元本を超える損失（元本超過損）が生じるおそれ
があります。

 各商品の手数料等は、商品、銘柄、取引金額、取引チャネル等により異なり多岐にわたるため、具
体的な金額または計算方法を記載することができません。手数料等の詳細は、当社ホームページ
（https://kabu.com/cost/）をご覧ください。手数料等には消費税が含まれます。

 当社お取扱商品の手数料等およびリスクの詳細については、契約締結前交付書面、上場有価証券
等書面、目論見書、約款・規定集および当社ホームページの「ご投資にかかる手数料等およびリス
クについて」（https://kabu.com/company/info/escapeclause.html）や取引ルール等
をよくお読みの上、投資の最終決定はご自身のご判断と責任でおこなってください。

 その他
 逆指値などの自動売買を含むすべての注文は、必ず約定するものではありません。
 当社自動売買システムにおけるトリガー（発注条件）判定と発注は市場から送信されるデー

タを元にしています。この市場から送信されるデータが遅延したり、トリガー（発注条件）判
定において情報が不足する場合には自動売買が正しく機能することができません。予めご
注意ください。

 kabuステーションの概要は当社ホームページ
（https://kabu.com/kabustation/services.html）にてご確認ください。

 その他の詳細及び最新情報は当社ホームページ（https://kabu.com/）にてご確認くだ
さい。

［金融商品取引業者等の登録番号等］
関東財務局長（金商）第61号
関東財務局長（銀代）第8号
関東財務局長（電代）第18号

［加入協会］
日本証券業協会
一般社団法人 金融先物取引業協会
一般社団法人 日本投資顧問業協会
一般社団法人 日本STO協会
一般社団法人 第二種金融商品取引業協会
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